本体を設置し、ケーブルを接続したあと、システムのセットアップをします。システムのセットアップは 
購入後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセツトアップ (—44 ベージ) 


管理 PC のセツトアップ (—50 ベージ) 


ストリーミンク'キャッシュソフトウェア 
のインストール （—51 ページ） . 


再セツトアップ (—57 ページ) 


システムを使用できるまでのセットアップ手順に 
ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップ のみを 説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては第 4 章で説明しています。 

ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 
理 • 監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法について説明しています。 


Helix Universal Server/Helix Universal Gateway 
(別売)をインストールする際の手順について説明 
しています。 

システムを再セツトアップする方法について説明 
しています。 
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初めてのセットアップ 


購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作成 


「初期導入設定用ディスク」は本装置を導入するために最低限必要となる設定情報が保存され 
たセットアップ用のフロッピーディスクです。 

「初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設定用ディスクにある「初期導入設定ツール」 
を使って作成します。初期導入設定ツールは、 Windows XP/ 2000、 WindowsNT、 また 
は Windows Me/98/95 で動作するコンピュータで動作します。 


初期導入設定プログラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1. Windows マシンのフロッピーディスクドライプに添付の初期導入設定用ディスクをセットする。 

2. フロッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール (CSNConf.exe)」 をエクスプローラなどか 
ら実行する。 

[初期導入設定ツール]が起動します。プログラムは、ウィザード形式となっており、各ページで 
設定情報を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フロッピーディスクに設定情報を書き込んで終了します。 

3. 初期導入設定用ディスクをフロッピーディスクドライプから取り出し、「システムのセットアッ 
プ」に進む。 

初期導入設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[初期導入設定ツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
から Web ブラウザを介して、システムに口 
グインする際のパスワードを設定します。 
この画面にある項目はすべて入力しないと 
いけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 


^ パスワードは画面に表示されませ 

Iチェック| ん。タイプミスをしないよう注意し 
てください。 


管理者パスワード 

初めて設定する場合は、同梱の別紙 「root パスワード」に記載されたパスワードを入力し 
てください。以前に設定を行っている場合は、設定されているパスワードを入力してく 
ださい。 

新しいパスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 (admin) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、管理者パスワードと同一のパスワードを新 
しいパスワードとして設定してください。 

(確認再入力） 

パスワードの確認用です。新しいパスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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ホスト名 < FQDN > 

IP アドレス 
サゴネットマスク 
デフォルトゲートウェイ 
プライマリネームサーパ 
セカンダリネームサ-パ 


必要事項を入力した6、「;欠へ(必」を押してください。 


阿目逆織撒 


<戻る®」次へ妙> j _キゃンセル_| 



ネットワーク設定画面 

ネッ ト ワーク設定をします。 

ホス ト 名 ( FQDN ) 

ホス ト 名 (FQDN) を入力してください。 

IP アドレス 

ethO に割り振る IP アドレスを指定して 
ください。 

サブネットマスク 

ethO に割り振るサブネッ ト マスクを指 
定してください。 

デフォルト ゲー トウェイ 

デフォル ト ゲー ト ウェイの IP アドレスを指定してください。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指定してください。 

セ カンダリ ネームサーバ 

セカンタ'リネームサーバが存在する場合、セカンタ'リネームサーバの IP アドレスを指定 
してください。 


厂厂厂厂厂 

LLLLL 

JfTTW 
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システムのセツトアツ 



初期導入設定ツールで作成した「初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間でセットアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

以下手順でセットアップをします。 

■: 正しくセットアップできないときは、次べージ、および215ぺージを参照してください。 


[ヒント 


本体背面の LAN ポート2にネットワーク 
ケープルが接続されていることを確認す 
る。 


LAN ポート 2 

LAN ポート 1 


障 


2 


a 


a 


|° n °| ✓ 厂 

_J □□□□□□□ □□ ^ 

PPL^ - - 

LJ ^ II~ll B tnznzr 


CD~So^ - 70 □ Q 口 


2. 前述の「初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスウを 3.5 
インチフロッピーディスクドライプに 
セツトする。 


3. POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点灯します。 

しばらくすると、初期導入設定用ディス 
クがら設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めます。 2 〜 3 分ほどで 
セットアップが完了します。 

セットアップが完了したら、 4 章を参照 
してシステムの状態確認や設定変更を 
行ってください。 



セットアップの完了が確認できたらセットした初期導入設定用ディスクをフロッピー 
ディスクドライブから取り出して大切に保管してください。再セットアップの時に再利 
用することができます。 

LAN ポート 1 が ethl 、 LAN ポート 2 が ethO として OS に認識されます。 


システムのセットアップ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らしてユーザーに異常を知らせま 
す（自動的に電源が OFF(POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了しな 
かった場合は、初期導入設定用ディスクに書き出されるログファイル 「logging.txt」 の内容を 
Windows マシンの「メモ帳」などのツールを使って確認し、再度初期導入設定ツールを使用 
して初期導入設定用ディスクを作成し直してから再度システムのセットアップを実行してく 
ださい。 

< 主なログの出力例 > 

■ 「 Info: completed .」 

—正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

- 初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設定は反映されません)。 

■ rCannot get authentication: root 」 

—初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

—初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （linux.aut) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error ： cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

—初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （linux.aut) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を215ページで詳しく説明しています。 


オンラインアップデートの実行 


オンラインアップデートは、システムソフトウェアを最新の状態に維持して、最高の機能 • 
性能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セット 
アップ後に必ず実行してください。 

詳細は、101ページの「オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 


ESMPR 〇 / ServerAgent は出荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。本体に添付の CD - R 〇 M に格納されているオンラインドキュメントを参照してセツトアツ 
プしてください。 


■L 

[ ごノト I 


シリアル接続の管理 pc から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

#export LANG=C 

ESMPR 〇 /ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がインストール済み 
です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 


システム情報のバックアッ 



システムのセットアップが終了した後、添付の「保守-管理ツール CD - ROM 」 にあるオフライ 
ン保守ユーティリティを使って、システム情報をバックアップすることをお勧めします。 
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I H-0 「保守 • 管理ツール CD - ROM 」 からシステムを起動して操作します。「保守 • 管理ツール CD - 
ROM 」 から起動させるためには、事前にセットアップが必要です。5章を参照して準備して 
ください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 本体に添付の「保守 • 管理ツール CD-R 〇 M」 から「オフライン保守ユーティリティ」を起動する。 
「保守 • 管理ツール CD-R 〇 M」 の使い方については5章を参照してください。 

3. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


続いて管理 PC に本装置を監視 
ジを参照してください。 


管理するアプリケーションをインストールします。次ペー 


システムのセットアップ 
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管理 PC のセットアップ 


本装置をネットワーク上のコンピュータ（管理 pc ) から管理 • 監視するためのアプリケーションとして、 
「 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「」 t「Management Workstation Application ( MWA ) 」が用意されています 0 
これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールすることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 


巳31\/^闩〇/361^6「1\/|311396「のインストールについては本体に添付の CD - R 〇 M に格納されているオンライン 
ドキユメントを参照してセットアップしてください。 

MWA のインス I ルについては5章、または「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 内のオンラインドキュメントを 
参照してください。 
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ストリ-ミンクキャッシュソフトウ I アのインスト-ル 

オプションの Helix Universal Server/Helix Universal Gateway (別売)をインストールする際の手順につい 
て説明します。 


インス I ルの準備 


SCSI 構成の場合 

1. ハードウェアのセットアップを行う。 

システムをシャットダウンして 、 Helix Universal Server/Helix Universal Proxy (以下、 Helix ) 用 
に準備したハードディスクおよびメモリを増設します。増設方法については、6章を参照してく 
ださい。 

2 . 電源を〇 N にしてシステムを起動する。 

3. 4章を参照して Management Console で保守用ユーザ ( mainte ) のパスワードを設定し 、 Telnet 
サービスを起動して おく。 

4. ユーザ mainte で本システムに Telnet □グインする。 

5. su コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) になる。パスワードは初期導入設定ツールで設定したも 
のを入力する。 

6 . 以下のコマンドを実行して、プロキシサーバを停止する。 

/ etc / init . d/roma stop 

Management Console の [プロ キシ]で プロ キシサーバの状態が確認できます 0 

7. 以下のコマンドを実行して、 / opt / nec / roma / tables / 配下にあるすベてのファイルを削除する。 

rm -f / opt / nec / roma / tables /* 

8 . Helix インス I ル用ドライプのデバイス名を確認する。 

SCSI ハードディスクドライブのデバイス名は sdx ( x は a ， b ， …)と表わされます。 
dmesg コマンドで認識されているハードディスクドライプを確認し、最後に認識されているハー 
ドディスクドライブ (6 台構成の場合は sdf 、 2台を Helix 用に使用する場合は sde ， sdf ) を Helix 用 
とします。 

dmesg コマンドを入力すると、認識されているハードディスクドライプは以下のように表示され 
ます。 

SCSI device sda : 

SCSI device sdb : 

9. 以下のコマンドを実行して fdisk を起動する。 （ sc ^ は手順8で確認したデバイス名。以降も同様。） 

/ sbin/fdisk / dev/sdx 

10. n と入力してパーティシヨンを追加する。 

Command (m for help ) : n 


システムのセットアップ 
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P と入力して Primary Partition を選択し、パーテイシヨン番号1を入力する。 
Partition Number (1-4) :1 


12. First cylinder、Last cylinder はそのままく Enter 〉 キーを入力してすべての領域を確保する。 

13. p と入力して、パーティシヨンが作成されていることを確認する。 

Command (m for help ) : p 

14. w と入力して fdisk を終了する。 

Command (m for help ) : w 

15. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティシヨンを ext 3 ファイルシステムでフォーマツトする。 

/ sbin/mkrs -t ext 3 / dev/sdxl 

16. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティシヨンをマウントするディレクトリを作成する。 

mkdir / usr / local/helix 

ハードディスクドライブを2台増設して Helix Universal Server と Helix Universal Proxy 用にそれ 
ぞれ使用する場合は、 / usr / local / helix / server または/ usr / local / helix / proxy を作成して、そのディ 
レクトリにマウントします。 

17. 以下のコマンドを実行して、手順16で作成したディレクトリに fdisk で作成したパーティシヨンを 
マウントする。 

mount / dev/sdxl / usr / local/helix 

18. vi エディタなどを使用して / etc / fstab ファイルの最終行に以下の記述を追加し、作成したパーティ 
シヨンが再起動後も自動マウントされるようにする。 

/ dev/sdxl / usr / local/helix ext 3 defaults 1 2 

19. ハードディスクドライプを2台増設した場合は、2台のハードディスクドライブそれぞれに対して 
手順9〜18を実行する。 


RAID 構成の場合 

1. ハードウェアのセットアップを行う。 

Helix 用にメモリを増設する場合はシステムをシャットダウンします。増設方法については6章を 
参照してください。「保守-管理ツール CD - R 〇 M 」 を使用して RAID の設定を行っている場合は、 
2つめの論理ドライプを Helix 用に使用します。 



システムに論理ドライブが1つしか存在しない場合は、「保守 • 管理ツール CD - ROM 」 を使用し 
て RA 旧の再設定を行う必要があります。その際、現在のデータはすべて消失してしまいますの 
で、必要なデータはバックアップをとってから再設定を行ってください。 RA 旧の再設定につい 
ては6章を参照してください。データのバックアップについては4章を参照してください。 

2 . 電源を〇 N にしてシステムを起動する。 

3. 4章を参照して Management Console で保守用ユーザ ( mainte ) のパスワードを設定し 、 Telnet 
サービスを起動しておく。 
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4. ユーザ mainte で本システムに Telnet □グインする。 

5. su コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) になる。パスワードは初期導入設定ツールで設定したも 
のを入力する。 

6. 以下のコマンドを実行して、プロキシサーバを停止する。 

/ etc / init . d/roma stop 

Management Console の [プロ キシ]で プロ キシサーパの状態が確認できます 0 

7. 以下のコマンドを実行して、 / opt / nec / roma / tables / 配下にあるすベてのファイルを削除する。 

rm -f / opt / nec / roma / tables /* 

8. 以下のコマンドを実行して、 fdisk を起動する。 

/ sbin/fdisk / dev / rd/cOd 1 

9. n と入力してパーティションを追加する。 

Command (m for help ) : n 

10. p と入力して Primary Partition を選択し、パーティション番号 1 を入力する。 

Partition Number (1-4) :1 

11. First cylinder , Last cylinder はそのままく Ente 「> キーを入力してすべての領域を確保する。 

12. p と入力して、パーティションが作成されていることを確認する。 

Command (,m for help ) : p 

13. w と入力して fdisk を終了する。 

Command (m for help ) : w 

14. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティションを ext 3 ファイルシステムでフォーマツトす 
る。 

/ sbin/mkfs -t ext 3 / dev / rd/cOd 1 p 1 

15. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティションをマウントするディレクトリを作成する。 

mkdir / usr / local/helix 

16. 以下のコマンドを実行して、手順16で作成したディレクトリに fdisk で作成したパーティションを 
マウントする。 

mount / dev / rd/cOd 1 p 1 / usr / local/helix 

17. vi エディタなどを使用して / etc / fstab ファイルの最終行に以下の記述を追加し、作成したパー 
テ ィシ ョン が再起動後も自動マウントされるようにする。 

/ dev / rd/cOd 1 p 1 / usr / local/helix ext 3 defaults 1 2 


システムのセットアップ 
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Helix Universal Server/Helix Universal Proxy のインストール 


Helix のマニュアルを参照して、 Helix のインストールを行ってください。また、以降の内容 
も併せて参照してください。 

インストール時の注意事項 

Helix インス I -ール時は以下の点に注意してください。 

• インストール先ディレクトリには以下のディレクトリを指定してください。異なるディ 
レクトリにインストールを行うと、 Management Console から Helix の管理ツールを開く 
際にインストール先ディレクトリの指定が必要になります。 

Helix Universal Server : / usr / local / helix/server 

Helix Universal Proxy : / usr / local / helix/proxy 

• ポート番号を設定する際は本システムの HTTP ポート番号 （ S 3 [定値は8080)、 
Management Console 用のポート番号 （50090 または5045 3) は指定しないでくださ 
い0 


インス I ル後の設定 

Helix をインス I -ールした後に、続けて以下の手順を必ず行ってください。 

1. ユーザ mainte で Telnet □グインし、 su コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) になる。 

2. 「バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライプにセットし、以下のコマンドを実行して CD-ROM 
をマウントする。 

mount / dev/cdrom / mnt/cdrom 

3. 以下のコマンドを入力してファイルを本システムにコピーし、実行属性を付ける。下線部は Helix 
Universal Server の場合は 「 rmserver」、Helix Universal Proxy の場合は 「 rmproxy 」 と入力する。 

cp / mnt / cdrom / nec / Linux / helix/rmserver / etc / rc . d / init . d / 
chmod 755 / etc / rc . d / init . d/rmserver 

4. 以下のコマンドを実行して、 CD - ROM のマウントを解除する。 

umount / mnt/cdrom 

5. システム起動時に Helix を自動起動するように設定する場合は、以降の「システム起動時の自動起 
動の設定」を参照して設定を行ラ。 

6 . 以下のコマンドを実行してシステムの再起動を行う。 

reboot 
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使用ポートの開放 


本システムはセキュリティ確保のため未使用のポートが塞がれています。そのため、 Helix を 
使用するためには使用するプロトコル用のポートを開く必要があります。 

1. 以下のコマンドを実行して RTSP で使用するポートを開く。下線部は Helix のインストール時に指 
定した RTSP ポート番号を指定する。 

/ sbin/iptables -I INPUT -p tcp -dport 554 -j ACCEPT 

2 . 以下のコマンドを実行して、再起動後も手順 1 で設定した内容が有効になるようにする。 

/ sbin/service iptables save 


システム起動時の自動起動の設定 

以下の手順を行って Helix をサービス化することにより、再起動後もシステム起動時に Helix 
が自動的に起動するように設定することができます。 

1. 以下のコマンドを実行し、自動起動するサービスに Helix を追加する。下線部は Helix Universal 
Server の場合は 「 rmserver」、Helix Universal Proxy の場合は 「 rmproxy 」 と入力する。 

cd / etc / rc . d / init.d 
/ sbin/chkconfig -add rmserver 


2 . 以下のコマンドを実行し、表示されるリストに rmserver または rmproxy が追加されていることを 
確認する。 

/ sbin/chkconfig -list 



• インストール時に指定外のディレクトリにインストールした場合や設定ファイル名をデフォ 
ルトから変更した場合は Management Console の 「Helix Administrator 」 でインストー 
ルディ レク トリ名、および設定ファイル名を設定するまでは自動起動は行われません。 

• 本手順で Helix を自動起動する場合、使用するメモリを最大 1 GB に制限するオプションを付 
けて起動されます。運用上変更したい場合は、 / etc / rc . d / init . d にコピーした rmserver 
または rmproxy ファイルを vi エディタなどで開き r - m 1000」と記述されている部分を修 
正してください。 - m オプションについては Helix のマニュアルを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セツトアップについて 


システムの再セツトアップを行う場合は以下の点に注意してください。 


SCSI 構成の場合 

システムの再セットアップを行う場合は、 Helix も再インストールを行うことを推奨します 
が、データが必要な場合は以下の方法で Helix を消さずにシステムを再セットアップすること 
ができます。 

1 . Management Console (4 章参照)の[システム]画面で[システムの停止]を実行し、 Helix 用に使用 
しているハードディスクドライプを外す。 

2 . システムの再セットアップを行った後、再度、システムを停止する。 

3. Helix 用のハードディスクドライプを追加してシステムを起動する。 

4. 本章の「インス|ルの準備」の手順16以降を参照して Helix 用パーティシヨンを再度マウントす 
る。 

「インストール後の設定」、「使用ポートの開放」、「システム起動時の自動起動の設定」は再 
度、行う必要があります。 



RAID 構成の場合 

システムの再セットアップ時は Helix の再インストールも必要になります。必要なデータは再 
セツトアップを行う前にバックアップをとってください。データのバックアップについては 
4章を参照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の「バックアップ CD - R 〇 M 」 を使ってハードディスクを出荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。以下の手順で再セツトアップをしてください。 


■ I ； 標準装備のディスクアレイコントローラに接続されたハードディスクを初期化したり、オプ 

シヨンのディスクアレイコントローラを取り付けたりする場合は、ディスクアレイコント 
口ーラのコンフィグレーシヨンをはじめに行ってください。ディスクアレイコンフィグレー 
シヨンについては6章およびオンラインドキユメントを参照してください。 



ンの作成 


「保守用パーティション」とは、装置の維持 • 管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 16 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めしま 
す。 

保守用パーティションは、添付の「保守■管理ツール CD - ROM 」 を使って作成します。詳しく 
は5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプロセスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と「オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうが常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インストール中は、システム起動監視 
機能を無効にする必要があります。 

本機能の有効/無効は、添付の「保守•管理ツール CD - R 〇 M 」 を使って変更します。詳しく 
は、5章を参照してください。 


再セツトアップが完了したら、システム起動監視機能を有効に戻してください。 


B1 


システムのセットアップ 
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システムの再インス I ル 


I n -0 再インストールを行うと、装置内の全データが消去され、出荷時の状態に戻ります。必要な 
データが装置内に残っている場合、データをバックアップしてから再インストールを実行し 
てください。 

再インストールには、本体添付の「バックアップ CD - R 〇 M 」 と「バックアップ CD - R 〇 M 用イン 
ス I ルディスク」が必要です。本体には、2種類の「バックアップ CD - ROM 用インストール 
ディスク」が添付されています。ディスクアレイコント□ーラを搭載し、ディスクアレイを 
構築する場合は、フロッピーディスクのラベルに「ディスクアレイ構成向け」と書かれたもの 
を使用してください。ディスクアレイを構築しない場合は、ラベルに「標準構成向け」と書か 
れたフ□ッピーディスクを使用します。 

「バックアップ CD - R 〇 M 用インス I ルディスク」を 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 
に、「バックアップ CD - R 〇 M 」 を CD - R 〇 M ドライブにそれぞれ揷入し、 POWER スイッチを押 
して電源を〇 N にします。 

■ I ： このとき、前面のシリアルポート2 (C 〇 M 2) に管理 PC を19,200 bps の転送速度で接続する 
[pn と、管理 pc からログを参照することができます。 


しばらくすると「バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」から設定情報を読み取り、 
自動的にインス I -ールを実行します。 

I n -〇 このとき、確認などは一切行われずにインストール作業が開始されるため、十分注意してく 
ttmm ださい。 

約10分程度でインス!ルが完了します。インストールが完了した6、 CD - R 〇 M が自動的 
にイジェクトされます。 CD - R 〇 M とフロッピーディスクの両方をドライブから取り出してく 
ださい。 

15分以上待っても、 CD - R 〇 M がイジェクトされず、 CD - R 〇 M へのアクセスも行われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - R 〇 M / フ 
□ッピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡くださ 
い。 

再インストールの際には、下記の URL を御覧いただけますよう、お願い申し上げます。セ 
キュリティ問題などが常に修正/公開されております。 

http :// nec 8. com / 

—ケア • サポート 
—ダウン□ー ド 
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初期導入設定用ディスクの作成 


前述の「初期導入設定用ディスウの作成」を参照してください。すでに初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは、新たに初期導入設定用ディスクを作り直してください。 


システムの セツトアツ 



前述の「システムのセットアップ」を参照してください。 


オンラインアップデートの実行 


オンラインアップデートは、システムソフトウェアを最新の状態に維持して、最高の機能 • 
性能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セット 
アップ後に必ず実行してください。 

詳細は、101ページの「オンラインアップデート」を参照してください。 


ESMPRO/ServerAeent のセツトアツ 



「システムの再インストール」で ESMPR 〇 / ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設定がされていません。本体に添付の CD - R 〇 M に格納されているオンラインド 
キュメントを参照してセツトアップしてください。 


■L 

\TyF\ 


シリアル接続の管理 PC から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

#export LANG=C 


ESMPRO/ServerAgent の他にも「ェクスプレス通報サ- 
卜ールされます。 


■ ビス」 （5 章参照）も自動的にインス 


システムのセットアップ 
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